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１　教育目標

令和７年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立加太中学校

作成日 令和　 ８年　  　３月　 　５日

『高い知性　豊かな情操　強い意志』のある生徒の育成

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

①全国学力学習状況調査で
　各教科の正答率
　（県平均以上）

②「先生はわかりやすく教えて
　くれる」と答える生徒の割合
　（８０％）

①「学校が楽しい」と答える生
　徒の割合　（９０％）

②「自分の良さを認め、周りの
　人にも優しくできている」と
　答える生徒の割合（７０％）

③いじめ解消率１００％

①睡眠・食習慣が良好な生徒
　の割合（９０％）

②保健体育の評価の主体的
　に学習に取り組む態度の観
　点がA評価の生徒（５０％）

③避難訓練等の実施
　（年2回）

①「学校の様子がよく伝わっ
　た」と思う保護者の割合
　（９０％）

②地域学習に関する取組を
　行う　（年１０項目以上）

〇適切な目標である

・基礎学力を大切にしながら
ICTを取り入れていくのは良い
ことだと思う。
・「授業がわかる」と思ってい
る生徒が多いのは良い。

〇適切な目標である

・子供たちの良いところや、自
己肯定感を伸ばす取組は大
切だと思う。

・あいさつ運動の活性化をして
ほしい。

〇適切な目標である

・第2次性徴期の時にしっかり
体を動かし、運動嫌いにならな
いようにしてほしいと思う。

〇適切な目標である

・地域とのつながりを大切に
する姿勢はとても良い。

・図書館の活用を行ってほし
い。
・読書習慣を習得することで
学力向上に繋げていただきた
い。

・教育相談や日々の関わりの
中で、子供たちに寄り添った
指導がされていると思いま
す。」
・登下校時の中学生が挨拶を
してくれます。
・「学校が楽しい」と思えること
は大切で、学習面や課外活動
にも好影響を与えると思いう。

・従来の避難訓練（ネオポリス
への避難）より、本年度のよう
な訓練の方が望ましい。
・食育や防災など幅広く取り組
んでいると思う。

・ホームページのおかげで学
校の様子がよく伝わる。
・加太の生徒も特認で来てい
る生徒も3年間の地域交流で
「加太愛」を育んでもらいた
い。
・実践例として、淡島神社の
雛流しへの参加では地域文
化を理解したうえでの生徒の
自主性がみられた。

〇設定指標をクリアしている

・読書タイムのさらなる充実を
期待したい。
・読書習慣のない生徒のため
に、短時間でも活字に触れる
機会（朝読）を設けてほしい。
・生徒一人ひとりに応じた個別
のサポートを、継続して実施し
てほしい。

〇設定指標をクリアしている。

・多感な時期に自己肯定感を
持ち、友達も大切にできると自
覚できていることは素敵だと
思う。

〇設定指標をクリアしている。

・今後、加太地域の防災学習
会への生徒・教員の参加して
もらい、地域の高齢者と生徒
が連携できれば良いと思う。
・加太地区防災会と共同での
防災教育が望まれる。

〇設定指標をクリアしている

・地域との連携はうまく進んで
いると思う。
・学習時間を確保しつつ、地
域や幼小との連携をすすめ
ていく難しさがあると思う。

・ICT端末を活用した家庭学習
の習慣化は保護者の関心も
高まると考えられ、良い試み
である。、それを受けて教員
が補習や助言を適切に行える
体制を期待したい。
・学力差が大きいと思うので、
ICTを有効に活用して一人ひ
とりの学習内容の定着を図る
のは良いと思う。

・いじめの未然防止を含めこ
れからもていねいな対応をし
てほしい。
・自己肯定感の高揚を生徒に
体感させるには、学校全体と
しての組織的な取り組みが必
要である。
・世界情勢が極めて不安定の
中、命の大切さを主題とされ
たい。

・早寝・早起き・朝ごはんは人
としての基本です。指導の継
続を望みます。
・食育や体力づくりを進めるに
は家庭との連携も必要ではな
いか。
・多様な運動機会の提供より
何を実践しているかが大切で
ある。

・今後も学校の様子をわかり
やすく発信してもらいたい。
・自然豊かな加太の地の利を
活かした取り組みを行って欲
しい。
・本年度行った幼中の交流を
継続するとともに、より良いも
のにしていってもらいたい。

３　その他のご意見
・少人数の良さを、これからも活かして、子ども一人ひとりを大切にした学校づくりを引き続きお願いします。
　地域住民としてもお手伝いさせていただきます。
・中学生はスマホで動画などを見る時間が多くなり、睡眠時間が短くなり健康に影響がでることがあるのではないでしょうか。


